
特定都市河川の指定について

【資料１】

前川・太田沢川流域水害対策協議会
令和７年９月４日（木）
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流域の概要

前川は、高田地区の東側に位置する山地を水源とし、平野部では農業用水およびその還元水や流域の排
水等を集めて平内新地区、高田地区を流れ、荒川に注ぐ流路延長2.4㎞の一級河川である。
太田沢川は前川と同様の山地の北側を水源とし、平野部では農業用水およびその還元水や流域の排水等
を集めて上野原地内を流れ、女川に注ぐ流路延長2.5㎞の一級河川である。

流域図位置図

凡例
：特定都市河川指定
：一級河川
：特定都市河川流域（前川）
：特定都市河川流域（太田沢川）

流域面積
(km2)

延長
(km)河川名

3.42.4前川
2.42.5太田沢川

関川村
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前川・太田沢川における既往洪水（平成まで）

坂町駅前（S42.８） 前川（H16.７）

既往最大規模の被害となった昭和42年８月28日に発生した羽越水害等、河川の氾濫による被害が多発
平成16年7月の豪雨においても、高田地区で浸水被害が発生している。
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前川（H16.７）



坂町
（国土交通省）

下関（気象庁）
中条（気象庁）

・ 低気圧が 3 日に東北地方を横断し、低気圧に伴う前線が 4 
日にかけて北陸地方へ南下して停滞した。

・ 低気圧や前線に向かって高気圧の縁を回る空気や、台風第 6 
号を起源とする暖かく湿った空気が流れ込んだため、北日本から
西日本では 5 日にかけて、東北地方と北陸地方を中心に断続
的に猛烈な雨が降り、記録的な大雨となった。

・ 下関にて観測した最大１時間降水量149mmは、気象庁観
測所で県内観測史上最大値（全国第６位）を記録

雨量観測所 雨雲レーダー（R4.8.4 02:00）

出典）気象速報

最大時間雨量：152mm
総雨量：589mm

最大1時間降水量：92mm
総雨量：292mm

最大1時間降水量：149mm
総雨量：569mm

前川・太田沢川における既往洪水（令和４年８月３日からの大雨）

近年では、令和４年８月３日からの大雨によりJR坂町駅付近等の広範囲において甚大な被害が発生

気象状況の概要
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下関（気象庁）
最大１時間降水量：149mm
総雨量：569mm前川

太田沢川

線状降水帯



前川・太田沢川における既往洪水（令和４年８月３日からの大雨）

国道290号
高田排水樋管
（羽越河国）

浸水被害発生状況(R4.8.4 14:30撮影)

×

高田地区

■R4.8豪雨の際は、一級河川荒川の水位上昇に伴い、荒川へ接続する前川の溢水や、太田
沢川の破堤により、氾濫水が流下したため、浸水被害が発生。

■一般被害：床上浸水77戸、床下浸水４戸

太田沢川

太田沢川破堤状況

排水ポンプ車稼働状況

家屋浸水被害状況
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国交省HPより 6

「流域治水」の推進



国交省HPより 7

「流域治水」の推進



国交省HPより 8

「流域治水」の推進



国交省HPより 9

「流域治水」の推進



特定都市河川の制度概要
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特定都市河川の指定等の状況
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令和７年８月１日時点における特定都市河川指定等の状況

国交省HPより



前川太田沢川の特定都市河川指定

出典：解説・特定都市河川浸水被害対策法施行に関するガイドライン（令和７年３月） 12



前川太田沢川の特定都市河川指定

判定評価概要指定要件

○

前川は関川村高田地区の人
口・資産が集積した区域を流れ
る河川であり、重要施設として、
第2次緊急輸送道路の一般国道
290号が存する。

要件１

○
前川は令和6年6月14日に水防

法第14条第2項に基づく洪水浸
水想定区域を指定している。

要件２

×該当なし①

要件３ ○

前川は排水樋管により荒川へ
接続する河川であり、荒川の水
位上昇時には排水困難となる河
川である。

②

×該当なし③

前川

判定評価概要指定要件

○

太田沢川は関川村上野原地区の
人口・資産が集積した区域を流れ
る河川であり、重要施設として、
第2次緊急輸送道路の一般国道290
号が存する。

要件１

○
太田沢川は令和6年6月14日に水

防法第14条第2項に基づく洪水浸
水想定区域を指定している。

要件２

×該当なし①

要件３

×該当なし②

○

太田沢川は女川合流点から上流
の一部区間において天井川という
特殊な地形を有している。このた
め、破堤や越水が発生した際には、
氾濫水が河川に戻ることなく流下
し、氾濫域である関川村高田地区
において浸水被害が発生する。
被災ポテンシャルを軽減するため
には、天井川区間を解消する必要
があるが、国道との交差や農業用
水の取水などの制約があり、河床
掘削は困難な河川である。

③

太田沢川
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前川太田沢川の特定都市河川指定

令和７年３月28日に前川・太田沢川を特定都市河川に指定
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【参考】雨水浸透阻害行為の許可

15

許可が必要な雨水浸透阻害行為の例

A 雨水貯留槽
地下に雨水を貯留する施設

B 透水性舗装
雨水が地中に浸透しやすい舗装

C 雨水浸透桝
雨水が浸透しやすい材料で作られた桝

D 雨水浸透管
浸透孔を設けた雨水排水管

雨水貯留槽

雨水浸透管

雨水貯留槽
透水性舗装

雨水貯留浸透施設の例

雨水浸透桝

特定都市河川流域において、1,000m2以上の雨水浸透阻害行為（土地の締固めなどにより雨水が地
下に浸透しにくくなる行為）を行う場合は県知事の許可が必要
開発等により、流出雨水量が増加しないよう対策工事（雨水貯留浸透施設の設置）を義務付けるもの。
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【参考】雨水浸透阻害行為の許可

工事の実施

工事の完了

工事完了検査

雨水浸透貯留施設
の標識設置

【申請者】
各種様式の

提出
【申請者】

工事完了届
書の提出

【審査者】
工事完了検査の実施

【審査者】
標識の設置

工事
～
完了

雨水浸透阻害
行為許可申請

許可申請不要

許可

事前相談必要 事前相談不要

開発エリアが、特定都市河川
流域内かつ面積1,000m2以上事前

相談 YES NO

YES NO

NO

【申請者】
許可申請に
必要な書類

の作成

【審査者】
許可又は不許可の通知

申請
・
許可

【申請者】
事前相談に
必要な書類

の作成

許可申請手続きの流れ

令和７年３月に新潟県河川管理課のホームページにおいて、雨水浸透阻害行為の許可申請マニュアルや
様式を公表済（ URL：https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kasenkanri/usuisintousogaikoi.html ）
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流域水害対策計画について

特定都市河川流域において浸水被害対策を総合的に推進し、浸水被害の防止・軽減を図るために、流
域関係者が共同して「流域水害対策計画」を策定する。
県知事が指定した特定都市河川の流域においては、流域水害対策計画の作成や実施等に係る連絡調
整を行うため、流域関係者が参画する流域水害対策協議会を設置することができる。
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